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平成30年9月27日（木）　　　司会・記録：慶長　孝太
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・医療福祉学会PPTについて
テンプレートが掲示されている為、書式を参照し、書式を守って作成すること。今年度より、PPTスライド数を上限20枚としている。期日までに所定場所への提出すること。
期日　：10月19日（金）17：00まで

提出場所：教育委員会→平成30年度→H30年　医療福祉学会→PPTはこちらへ
・電算化委員よりスケジュール登録は勤務表が出次第、入力するように。
・11/16からの有給取得があれば申請すること。他のスタッフと重複し、申請し直しになることがあるため、周りのスタッフと確認し申請すること。
・10/16（火）13：30～実施指導があるため、各自書類や記録等に注意すること。9/27（木）15：00より事前打ち合わせがあり、慶長が参加予定。
・利用説明用の資料など、各自残数や使用状況に注意しながら印刷をし、使用時に急遽印刷することがないようにすること。
＜提出期限＞
・10/1（月）朝まで　疾患別診療計画書　Dr評価分
・10/3（水）月報
・10/8（月）朝まで　疾患別診療計画書（利用者のサイン記入済）
・10/8（月）朝まで　経過録（アップロードまで）
※各書類の提出が遅れる場合は、直接小嶋SGMまで報告すること。
＜研修案内＞

・10/12（金）看護グループ内研修　対象：介護スタッフ（佐々木、馬場）
　テーマ：「看護職員の負担の軽減及び処遇改善に関する体制計画」

・10/27（土）こころすこやか財団　講演会
テーマ：「障害者だって年をとる」
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～今朝までの薬の空包を確認し、全て揃っている。本日は不機嫌な様子で口調の粗さが目立っている。体調を確認すると、不調はないとのことだが、仕事の話や、引っ越しの話をまとまりなく話している。また、作業療法で読書をしている最中に突然「火事」と話すことがあり、詳細を確認すると過去の火事のことを思い出したとのこと。以後、読書をしているが、集中できない様子で、周りに置いてある物を繰り返しいじっていることや居眠りが見られている。最近まとまりのない言動や普段と理が膿様子が目立って来ている為、本人と現状を振り返り、適切な対処が行えるよう関わっていく。
・大下　伸治　様～表情しかめており、体調確認すると頭痛を訴えている。頭痛は昨日もあったとのことだが、鎮痛剤は服用していなかったとのことで、服用を促すとカロナールを服用している。以後プログラムに普段通り参加している。不調への対処について、適切に対処出来ていない点がある為、対応を振り返りつつ、適切な対処が出来るよう促していく。
・繁名　和恵　様～本日、デイケアに来所している。普段行っている日課の時間の前に行動しようとふざけて対応することや、他利用者様が本人を見つめていることに対し、相手の返答を待たずに一方的に話し掛けていること、突然オーブンレンジを購入すると話すこと等、気分高揚さが目立ち、普段と違う様子が見られている。12：30頭痛を訴えカロナールを服用しているが、引き続き病状変化に注意しながら対応していく。
・根地戸　恵　様～スタッフに相談があり「繁名さんが何か紙切れ渡してきたんだけど、いらないって断っちゃったんだけど、いいかな？」と話している。渡されたものはコンビニのクーポンとのことで、基本的にデイケア内では物のやり取りを禁止していることや、自分でいらないと判断して断ったのであれば問題がないことを伝えている。以後同様の訴えはない。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供があり、本朝の血圧は150/94㎜Hgで昨日より低値だが、体調は「ちょっと良くない」と漠然とした不調を訴えていたとのこと。デイナイトケアでは、時折表情に笑顔が見え、レクダンスでは大きな動きで取り組んいる。11：00に血圧を測定すると164/113㎜Hgであり、不調を訴えることはないが、12：30胸に手をあてて「ここが具合悪い」と訴えている。血圧は155/99mmHgであり、静養室での休養を希望する為、30分程休養。休養後は普段通り過ごしているが、血圧高値と漠然とした不調を訴えることが変わらず見られている為、引き続き言動に注意しながら対応していく。
ナイトケア

・村上　元道様～本日ギックリ腰を受傷したと報告がある。詳細を確認すると「就労先で冷蔵庫運びをしたときに『どれどんなもんか』と冷蔵庫200㎏を持って下したときにグキッといったわ。担当スタッフに持ち方には気をつけろって言われてたのに忘れてた」「ギックリ腰は今回で3回目だわ。40～50㎏の米持ってなったこともあった」と話す。コルセットや湿布がグループホームの自室にあったため使用しているという。明日も就労先で仕事があるため作業終了後に滝沢整形外科を受診することとし、明日ナイトケア欠席となる。他スタッフが体調確認すると「精神的にやばいかも」と話しており、精神症状の変動について自覚している様子。上記について主治医に情報提供するか問うと、「俺が直接言うよ。スタッフの捉え方や伝え方で情報が上手く伝わらないこととかあるし、自分で言えるからいいよ」と話している。情報の取扱いに注意しつつ、本人自身の考えのみで行動しようとすることがある為、状況や言動に注意しながら落ち着いて行動できるよう関わっていく。
・福井　彩　様～急遽来所している。「午後に息子が寝付いたからわたしも寝てたんだけど、市役所から電話かかってきて『旦那さんが児童手当消失届を提出しました。6～9月分の手当を受け取るには今月中に来てください』って言われて今日行ってきたよ」と八戸市役所子育て支援課に行ったことについて話している。「最近出ずっぱりだったから疲れたんだよね。明日も明後日も病院受診だよ」と疲労感を訴えており、無理のない範囲で行動するよう助言している。自立支援医療について今月から適用可能であると当院医事スタッフに聞いたと笑顔で話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　成田　早希　様　）

実施日：H30年10月27日（木）13：30～14：00
担当者：紫葉　夏海

　　　　　　　　参加者：慶長、戸賀沢、柴崎、三國

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	成田　早希　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H4.10.15

	主病名
	非定型精神病・適応障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続して行い、症状の安定化を図る。

	本人希望
	就労継続支援Ａ型を継続させて、今後一般就労をしたい。

	家族希望
	本人の無理のないように、ゆっくり仕事を進めて欲しい。

	入院歴
	計　1　回（最終：H26.7.2～H26.10.15）

	通所歴
	1回目

※今回：H26.11.7～現在　（月1回/水曜日）

	その他サービス利用
	青明舎（不定期）

就労継続支援事業所A型「クローバーズ・ピア八戸南」

	· 住居：自宅（2階建ての一軒家）

1F部分では父が生活しており、

2Fで母、本人、妹が生活している。
	家族構成








	利用制度
	＊自立支援医療費制度　受給中(上限額: 10000円)
＊障害年金　2級（19万円程/2か月）
＊精神手帳　2級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労継続支援A型の利用を継続していく。
	①自分の病気について知る。
	①自分の病気について知り、病状悪化のサインについて知る。
	①「非定型精神病」・「適応障害」の特徴について知るために、個別にて疾病教室を行う。スタッフは、本人に症状について理解してもらい、病状悪化のサインに自ら気づけるように働きかける。

	
	②減量のため運動を行う。
	②筋トレを実施して、運動をする習慣を身に付ける。
	②体重の増加をしないように、自宅での筋トレを始める。スタッフは、来所時には運動療法への参加を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自分の病気について知り、病状悪化のサインについて知る。
	・8/1～以前行った心理検査の結果をもう一度説明して欲しいという話や相談支援専門員の言動が不満であるとの訴えが電話にて何度も連絡が来ている。
・相談支援専門員の言動について、自身が思っている事を直接話す事が出来ている。

・8/18頃より不眠傾向となり、睡眠薬が処方となる。この頃より就労先を休みがちになってしまう。就労先から本人に次回の出勤について連絡が来ると、「具合悪いのわかるでしょ」「具合悪いことを疑われている」等の発言が聞かれている。
・9月いっぱい就労先を休み、10月～は出勤する予定である。
・達成度：30％
	自身の体調についてスタッフに相談し、病院受診へ繋げることは出来ている。だが、相談支援専門員の言動のことから体調を崩し、就労先を長期間休んでいる状態である。就労先からの連絡で不安・不満を訴えることがあるが、本人様も連絡していない等、思考の柔軟性が欠けている部分が見られている。その為、今後も目標継続しつつ、本人様と再度、病状悪化のサインを確認していく。

	②筋トレを実施して、運動をする習慣を身に付ける。
	・運動療法への参加は、講師の先生の動きを模倣するばかりで、意識して身体を動かすことが出来ないと話し、参加はしていない。
・自宅では、母様・妹様からの声掛けや監視の下で、ほぼ毎日筋力トレーニングを行っているとのこと。
・体調不良・精神的不調から体重が先月に比べ約2Kg減少している。
・達成度：50％
	減量の為に筋力トレーニングを行っている。しかし、筋力トレーニングの効果での減量ではなく、不調が原因での不調となっている為、今後は健康的に減量していくこととし、目標を継続して行く。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労継続支援A型の利用を継続していく。
	①自分の病気について知る。
	①自分の病気について知り、病状悪化のサインについて知る。
	①「非定型精神病」・「適応障害」の特徴について知るために、個別にて疾病教室を行う。スタッフは、本人に症状について理解してもらい、病状悪化のサインに自ら気づけるように働きかける。

	
	②減量のため運動を行う。
	②筋トレを実施して、運動をする習慣を身に付ける。
	②体重の増加をしないように、自宅での筋トレを始める。スタッフは、来所時には運動療法への参加を促す。


